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事業所における自己評価総括表
事業所名 LITALICOジュニア桜木町教室 児童発達支援

事業者向け自己評価表作成日 2025年10月21日 (火)

自己評価総括の担当者 小川侑祐、芹澤亜実、泉里奈

実施期間 有効回答数(回答者数) 有効回答数(対象者数)

保護者評価 2025年7月18日(金) - 8月28日(木) 46 49

従業員評価 2025年7月18日(金) - 8月28日(木) 5 10

各評価を受けて事業所内で分析した強みと弱み

事業所の強み（※）だと思われること 
※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所の弱み（※）だと思われること 
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・個別支援計画に沿った支援を行い、お子さまが「楽しい」
「LITALICOに行きたい」と思える支援が出来ている。
・お子さまに常に最適な支援を届けるために、気になったこと
や困ったことは速やかに指導員間で情報更新を行い検討するこ
とができている。

・指導員の関わり方によっては、お子さまの自主性を尊重する
関わり方が出来ないことがある。
・ご利用に関する場面での情報共有が出来ておらず、保護者さ
まへのお伝えが重複をしてしまうことがある。

▼ ▼
過去の取り組みや課題の振り返り

工夫していることや意識的に行っている取組等 事業所として考えている課題の要因等

・個別支援計画に沿った支援を行うために、設定している目標
の意図を児童発達管理責任者と指導員の間で情報を共有してい
る。
・継続的に最適な支援を届けるため、支援ごとにお子さまの様
子を毎日会議録に更新する仕組みができている。

・個別支援計画の目標達成することを優先し、お子さまの自主
性を持った関わりが出来ないことがあると考えられる。
・情報共有をする仕組みは作っているが、その日の内に情報更
新がされないことがあると考えられる。

▼ ▼
さらなる充実と改善への取り組み

さらに充実を図るための取組等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・指導員間のお子さまの情報共有の他、指導員と親御さま間で
お子さまについて共通認識を深められるように、フィードバッ
クや連絡ノートの活用、相談支援等の機会を担保していく。
・引き続き、指導員間でお子さまの様子を情報共有しながら支
援にあたっていく。

・お子さまを中心に考えて支援をするために、スタッフ間で支
援の内容を相談したり、共有したりしながら自主性を持って取
り組んでいけるプログラムを考えられるようにする。
・指導員全体でお子さまの様子を把握できるよう、朝礼・終礼
等の時間の確保するため、教室環境を整えていく。


